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(54)【発明の名称】 無機ＥＬ表示装置及びその駆動回路及び駆動方法

(57)【要約】
【課題】本発明は、輝度のダイナミックレンジを低下さ
せることなく所望の階調表示ができる無機ＥＬ表示装置
及びその駆動回路を提供することを目的とする。
【解決手段】選択した１本のロー電極線Ｌ

row
（ｍ）に

所定のロー電圧Ｖ
row
を印加し、複数のカラム電極線Ｌ

col
（ｎ）にそれぞれ所定のカラム電圧Ｖ

col
を印加し

て、画素Ｐ領域に配置されて発光色毎に発光開始電圧が
異なる無機ＥＬ発光体層ＥＬ

R
、ＥＬ

G
、ＥＬ

B
に、それ

ぞれ所定のデータ電圧を印加する無機ＥＬ表示装置１の
駆動回路（１０、３０）であって、同一の階調データＤ
ａｔａに対して所定の発光輝度が得られるように、無機
ＥＬ発光体層毎ＥＬ

R
、ＥＬ

G
、ＥＬ

B
にモジュレーショ

ン電圧Ｖ
m
を調整するオフセット電圧Ｖ

ofst
を生成する

オフセット電圧生成回路１６を有するように構成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】複数のロー電極線から選択した１本のロー
電極線に所定のロー電圧を印加し、
誘電体膜、及び発光層を介して前記複数のロー電極線に
交差して形成された複数のカラム電極線にそれぞれ所定
のモジュレーション電圧を印加して、
前記１本のロー電極線と前記各カラム電極線との交差部
の各画素領域に配置され、複数種の発光体が一定の配列
パターンを繰り返してなる無機ＥＬ発光体層にそれぞれ
所定のデータ電圧を印加する無機ＥＬ表示装置の駆動方
法であって、
同一の階調データに対して所定の発光輝度が得られるよ
うに、前記無機ＥＬ発光体層毎に設定したオフセット電
圧を加えたモジュレーション電圧を印加することを特徴
とする無機ＥＬ表示装置の駆動方法。
【請求項２】請求項１記載の無機ＥＬ表示装置の駆動方
法において、
表示フレーム毎に前記無機ＥＬ発光体層に印加する印加
電圧の極性を正逆反転させるフレーム反転駆動を行う際
に、
正極性駆動では所定の正極性オフセット電圧を加え、逆
極性では所定の逆極性オフセット電圧を加えることを特
徴とする無機ＥＬ表示装置の駆動方法。
【請求項３】複数のロー電極線から選択した１本のロー
電極線に所定のロー電圧を印加し、
誘電体膜、及び発光層を介して前記複数のロー電極線に
交差して形成された複数のカラム電極線にそれぞれ所定
のモジュレーション電圧を印加して、
前記１本のロー電極線と前記各カラム電極線との交差部
の各画素領域に配置され、複数種の発光体が一定の配列
パターンを繰り返してなる無機ＥＬ発光体層にそれぞれ
所定のデータ電圧を印加する無機ＥＬ表示装置の駆動回
路であって、
同一の階調データに対して所定の発光輝度が得られるよ
うに、前記無機ＥＬ発光体層毎に前記モジュレーション
電圧を調整するオフセット電圧を生成するオフセット電
圧生成回路を有することを特徴とする無機ＥＬ表示装置
の駆動回路。
【請求項４】請求項３記載の無機ＥＬ表示装置の駆動回
路において、
複数のロー電極線から選択した前記１本のロー電極線に
所定のロー電圧を印加するロードライバと、
前記複数のカラム電極線にそれぞれ所定のモジュレーシ
ョン電圧を印加するカラムドライバとを有し、
前記オフセット電圧生成回路は、前記カラムドライバに
設けられていることを特徴とする無機ＥＬ表示装置の駆
動回路。
【請求項５】請求項４記載の無機ＥＬ表示装置の駆動回
路において、
前記複数の無機ＥＬ発光体層は、赤色を発光する無機Ｅ
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Ｌ発光体層（Ｒ）と、緑色を発光する無機ＥＬ発光体層
（Ｇ）と、青色を発光する無機ＥＬ発光体層（Ｂ）とを
有しており、
前記カラムドライバは、無機ＥＬ発光体層（Ｒ）に所定
のモジュレーション電圧を印加する赤色用カラムドライ
バと、無機ＥＬ発光体層（Ｇ）に所定のモジュレーショ
ン電圧を印加する緑色用カラムドライバと、無機ＥＬ発
光体層（Ｂ）に所定のモジュレーション電圧を印加する
青色用カラムドライバとを有することを特徴とする無機
ＥＬ表示装置の駆動回路。
【請求項６】請求項５記載の無機ＥＬ表示装置の駆動回
路において、
前記オフセット電圧生成回路は、前記赤色用カラムドラ
イバと、前記緑色用カラムドライバと、前記青色用カラ
ムドライバのそれぞれに設けられていることを特徴とす
る無機ＥＬ表示装置の駆動回路。
【請求項７】請求項５又は６に記載の無機ＥＬ表示装置
の駆動回路において、
外部から入力する前記階調データを、色毎に、前記赤色
用カラムドライバと、前記緑色用カラムドライバと、前
記青色用カラムドライバとに振り分ける階調データ振分
回路をさらに有することを特徴とする無機ＥＬ表示装置
の駆動回路。
【請求項８】請求項３乃至７のいずれか１項に記載の無
機ＥＬ表示装置の駆動回路において、
前記オフセット電圧生成回路は、表示フレーム毎に前記
無機ＥＬ発光体層に印加する印加電圧の極性を正逆反転
させるフレーム反転駆動を行うための正極性オフセット
電圧と逆極性オフセット電圧とを生成することを特徴と
する無機ＥＬ表示装置の駆動回路。
【請求項９】絶縁性基板上に形成され、互いに平行に連
設された複数のロー電極線と、
前記ロー電極線上に形成された誘電体膜と、
前記誘電体膜を介して前記ロー電極線に交差して互いに
平行に複数種の発光体が一定の配列パターンを繰り返し
てなる無機ＥＬ発光体層が、上下の中間層によって挟ま
れて配設され、
前記無機ＥＬ発光体層のほぼ直上に前記無機ＥＬ発光体
層に沿って形成され、互いに平行に連設された複数のカ
ラム電極線と、
請求項３乃至８のいずれか１項に記載の駆動回路とを有
することを特徴とする無機ＥＬ表示装置。
【請求項１０】請求項９記載の無機ＥＬ表示装置におい
て、
前記誘電体膜は、相対的に厚膜で高誘電率を有している
ことを特徴とする無機ＥＬ表示装置。
【請求項１１】請求項９又は１０に記載の無機ＥＬ表示
装置において、
前記カラム電極線は、誘電体膜を介して前記無機ＥＬ発
光体層上に形成されていることを特徴とする無機ＥＬ表
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示装置。
【請求項１２】請求項９乃至１１のいずれか１項に記載
の無機ＥＬ表示装置において、
前記カラム電極線は、透明電極材料で形成されているこ
とを特徴とする無機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、Ｒ（赤）、Ｇ
（緑）、Ｂ（青）の三原色の各１色をそれぞれ発光する
３種類の無機ＥＬ発光体層の各発光量を制御してカラー
表示が可能な無機ＥＬ表示装置及びその駆動回路及び駆
動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】無機ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）
表示装置は、耐衝撃性に優れるとともに使用可能な温度
範囲が広いという特徴を有している。このため、航空機
をはじめとして、医療機器や産業機器等の比較的過酷な
使用条件で用いられる機器の表示部として従来から多用
されている。近年、その量産性を向上させるため、膜厚
のより厚い高誘電体層を無機ＥＬ発光体層と下部電極線
との間に配設する技術が開発されている（例えば特公平
７－４４０７２号公報、特開平７－５０１９７号公報参
照）。さらに上記技術を基本としてフルカラー表示の厚
膜無機ＥＬ表示装置が試作されている（例えば、Ｄ．Ｓ
ｅａｌｅ  ａｎｄ  Ｘ．Ｗｕ，  Ｐｒｏｃ．ＩＤＷ’９
９，８６１（１９９９）参照）。
【０００３】図４は従来のカラー厚膜無機ＥＬ表示装置
の概略構成を示している。図４に示すように表示領域１
０８に向かってみて、厚膜無機ＥＬ表示装置１００は、
絶縁性基板上に互いに平行に連設された線状の複数のロ
ー（行）電極線Ｌ

row
を有している。図４には示されな

いが、ロー電極線Ｌ
row
上面には比較的厚膜の高誘電体

膜が形成されている。前記高誘電体膜とその上に設けら
れた中間層、蛍光体層、中間層を介してロー電極線Ｌ

row
に直交する方向にストライプ状に延び、互いに平行

に周期的に連設された複数色の無機ＥＬ発光体層が形成
されている。図４では、左方から順に例えば、Ｒ
（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の三原色の各１色を発光す
るストライプ状の３種類の無機ＥＬ発光体層Ｒ、Ｇ、Ｂ
が交互に配置されている。
【０００４】無機ＥＬ発光体層Ｒ、Ｇ、Ｂ直上には、無
機ＥＬ発光体層Ｒ、Ｇ、Ｂに沿って互いに平行に連設さ
れた線状の複数のカラム（列）電極線Ｌ

col
が形成され

ている。各ロー電極線Ｌ
row
と各カラム電極線Ｌ

col
との

交差部が画素Ｐとなり、複数の画素Ｐがマトリクス状に
配置されたいわゆる「パッシブマトリクス型」に構成さ
れている。
【０００５】各ロー電極線Ｌ

row
は、駆動用ＩＣを搭載

したロードライバ１０６に接続されている。各カラム電
極線Ｌ

col
は、所定本数毎にまとめられて、駆動用ＩＣ
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を搭載したカラムドライバ１０２、１０４にそれぞれ接
続されている。
【０００６】厚膜無機ＥＬ表示装置１００をはじめとす
るフラットパネルディスプレイの一駆動方法として、い
わゆる線順次駆動がある。線順次駆動では、ロードライ
バ１０６により複数のロー電極線Ｌ

row
のうち１本が選

択され、選択されたロー電極線Ｌ
row
に所定のロー電圧

Ｖ
row
が印加される。同時に、外部回路から入力された

階調データに基づく所定のモジュレーション電圧Ｖ
m
が

カラムドライバ１０２、１０４から全カラム電極線Ｌ

col
にそれぞれ印加される。選択されたロー電極線Ｌ

row

上の各画素Ｐの無機ＥＬ発光体層には、ロー電圧Ｖ
row

と各モジュレーション電圧Ｖ
m
との差のデータ電圧が印

加される。選択されたロー電極線Ｌ
row
上の各画素Ｐの

無機ＥＬ発光体層からは、印加電圧（データ電圧）の大
きさに応じた発光強度の光が射出される。これにより、
１つのロー電極線Ｌ

row
上の複数の画素Ｐをそれぞれ所

定の輝度で発光させることができる。例えば複数のロー
電極線Ｌ

row
の配置順に当該駆動動作を順次行うことに

より、１フレーム（１画面）の画像を表示画面上に表示
することができる。線順次駆動は、点順次駆動に比較し
てフレーム周波数を高くできるので高速表示に有効であ
る。
【０００７】図５は、無機ＥＬ発光体層に印加する電圧
と発光輝度の関係を示している。横軸は時間を表してい
る。縦軸の上段は印加電圧（Ｖ）を表し、下段は無機Ｅ
Ｌ発光体層の発光輝度（任意単位）を表している。図５
に示すように、無機ＥＬ発光体層を同極性の印加電圧で
駆動すると発光強度が徐々に低下してしまうという発光
特性の低下が生じる。この発光特性の低下を防止させる
ため、フレーム毎に印加電圧の極性を反転させるいわゆ
るフレーム反転駆動が行われるようになっている。
【０００８】図６は、厚膜高誘電体層を用いたカラー無
機ＥＬ表示装置における、各色の無機ＥＬ発光体層への
印加電圧と発光輝度の関係の一例を示している。横軸は
無機ＥＬ発光体層への印加電圧（Ｖ）を表し、縦軸は発
光輝度（任意単位）を表している。図６に示す曲線Ｒは
赤色を発光する無機ＥＬ発光体層（Ｒ）の特性を示し、
曲線Ｇは緑色を発光する無機ＥＬ発光体層（Ｇ）の特性
を示し、曲線Ｂは青色を発光する無機ＥＬ発光体層
（Ｂ）の特性を示している。いずれの曲線Ｒ、Ｇ、Ｂ
も、従来の薄膜誘電体層を用いたカラー無機ＥＬ表示装
置の特性よりなだらかな勾配を有しており、この特性を
利用して輝度を制御して階調表示を行えることが知られ
ている（例えば特開平９－１７９５１９号公報参照）。
すなわち、印加電圧の大きさを変えることにより輝度制
御が可能であり、より具体的には、ロー電圧Ｖ

row
と各

モジュレーション電圧Ｖ
m
との電位差を変えることによ

り輝度を制御することができる。
【０００９】無機ＥＬ発光体層が１種類だけのモノクロ
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厚膜無機ＥＬ表示装置では、ロー電極線Ｌ

row
に一定の

ロー電圧Ｖ
row
を印加し、カラム電極線Ｌ

col
に当該ロー

電圧Ｖ
row
との電位差が無機ＥＬ発光体層の発光開始

（閾値）電圧Ｖ
th
以下になるモジュレーション電圧Ｖ

m

を印加することにより非発光状態が得られ、当該ロー電
圧Ｖ

row
との電位差が発光開始電圧Ｖ

th
を越えるモジュ

レーション電圧Ｖ
m
を印加することにより発光状態が得

られる。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】ところが、図６の曲線
Ｒ、Ｇ、Ｂに示すように、無機ＥＬ発光体層（Ｒ）、
（Ｇ）、（Ｂ）それぞれの発光開始（閾値）電圧Ｖ

th
Ｒ、Ｖ

th
Ｇ、Ｖ

th
Ｂは全て同じ値でそろっているのが

望ましいが、現実には、それぞれの蛍光体の成膜条件や
熱処理条件などの微妙なバラツキによって、図６に示す
ように異なっている場合が多い。図６に示す例では、後
記の表１に示すように、Ｖ

th
Ｒ＝１６０Ｖ、Ｖ

th
Ｇ＝１

５０Ｖ、Ｖ
th
Ｂ＝１４０Ｖである。したがって、図６の

縦軸に平行な破線に示すように、各画素Ｐに同一の印加
電圧（データ電圧）を与えても、各色によって発光輝度
が異なってしまうという問題を生じる。例えば図６の破
線の位置では、白表示をさせるつもりが、赤は全く発光
せず緑と青の発光が起こってしまうため、画面全体が青
緑色がかった画像となってしまう。このように、発光開
始電圧Ｖ

th
Ｒ、Ｖ

th
Ｇ、Ｖ

th
Ｂが一致しないと、発光開

始電圧Ｖ
th
を１種類と仮定して駆動すると特定の色だけ

が発色したり、あるいは特定色の輝度だけが高く、残り
の原色は低輝度になってしまったりする不具合が生じ
る。
【００１１】他のフラットパネルディスプレイの場合と
して、例えば液晶表示装置では、Ｒ、Ｇ、Ｂの各色につ
いて独立に色調を補正する方法が特開２０００－１１１
８６６号公報に開示されている。当該公報には加減回路
を用いてデジタル演算によりＲ、Ｇ、Ｂの色調を補正す
る技術が開示されている。この方法によれば発光開始電
圧を調整することは可能であるが、カラー厚膜無機ＥＬ
表示装置のような自発光型の表示装置では発光レベルの
ダイナミックレンジが制限されてしまうため有効な解決
策とはならない。
【００１２】また、特開２００１－１５４６３６号公報
や特開２００１－１４７６６６号公報には白の情報を用
いて輝度を向上させる技術が開示されている。しかしな
がら液晶表示装置は、バックライトユニットからの白色
光をカラーフィルタでＲ、Ｇ、Ｂに分離して表示するの
で発光開始時の輝度調整は不要であり、上述のような各
色の発光開始電圧が異なる場合についてなんら考慮して
いない。
【００１３】また、ＰＤＰ（プラズマディスプレイパネ
ル）について特開平１０－８４５５３号公報に白バラン
スの調整方法が開示されているが、これは発光開始後の

6
色バランスの補正（いわゆるγ補正）を目的としてお
り、上記のような発光輝度が各色で異なってしまうとい
うカラー厚膜無機ＥＬ表示装置特有の問題にはなんら有
効ではない。
【００１４】発光開始電圧Ｖ

th
を各色の発光開始電圧Ｖ

th
Ｒ、Ｖ

th
Ｇ、Ｖ

th
Ｂのうち最も低い電圧値に一致さ

せ、それより高い発光開始電圧の色に対しては、発光開
始電圧Ｖ

th
との差分を階調データに重み付けとして与え

る方法も可能であるが、カラムドライバ１０２、１０４
のドライバＩＣの最大定格によってモジュレーション電
圧Ｖ

m
の最大値が制限されるため、輝度のダイナミック

レンジ（可変範囲）が狭くなってしまうという問題があ
る。
【００１５】本発明の目的は、上記問題を解決するため
になされたものであり、輝度のダイナミックレンジを低
下させることなく所望の階調表示ができる無機ＥＬ表示
装置及びその駆動回路及び駆動方法を提供することにあ
る。
【００１６】
【課題を解決するための手段】上記目的は、複数のロー
電極線から選択した１本のロー電極線に所定のロー電圧
を印加し、誘電体膜、及び発光層を介して前記複数のロ
ー電極線に交差して形成された複数のカラム電極線にそ
れぞれ所定のモジュレーション電圧を印加して、前記１
本のロー電極線と前記各カラム電極線との交差部の各画
素領域に配置され、複数種の発光体が一定の配列パター
ンを繰り返してなる無機ＥＬ発光体層にそれぞれ所定の
データ電圧を印加する無機ＥＬ表示装置の駆動方法であ
って、同一の階調データに対して所定の発光輝度が得ら
れるように、前記無機ＥＬ発光体層毎に設定したオフセ
ット電圧を加えたモジュレーション電圧を印加すること
を特徴とする無機ＥＬ表示装置の駆動方法によって達成
される。
【００１７】上記本発明の無機ＥＬ表示装置の駆動方法
において、表示フレーム毎に前記無機ＥＬ発光体層に印
加する印加電圧の極性を正逆反転させるフレーム反転駆
動を行う際に、正極性駆動では所定の正極性オフセット
電圧を加え、逆極性では所定の逆極性オフセット電圧を
加えることを特徴とする。
【００１８】また、上記目的は、複数のロー電極線から
選択した１本のロー電極線に所定のロー電圧を印加し、
誘電体膜、及び発光層を介して前記複数のロー電極線に
交差して形成された複数のカラム電極線にそれぞれ所定
のモジュレーション電圧を印加して、前記１本のロー電
極線と前記各カラム電極線との交差部の各画素領域に配
置され、複数種の発光体が一定の配列パターンを繰り返
してなる無機ＥＬ発光体層にそれぞれ所定のデータ電圧
を印加する無機ＥＬ表示装置の駆動回路であって、同一
の階調データに対して所定の発光輝度が得られるよう
に、前記無機ＥＬ発光体層毎に前記モジュレーション電
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7
圧を調整するオフセット電圧を生成するオフセット電圧
生成回路を有することを特徴とする無機ＥＬ表示装置の
駆動回路によって達成される。
【００１９】上記本発明の無機ＥＬ表示装置の駆動回路
において、複数のロー電極線から選択した前記１本のロ
ー電極線に所定のロー電圧を印加するロードライバと、
前記複数のカラム電極線にそれぞれ所定のモジュレーシ
ョン電圧を印加するカラムドライバとを有し、前記オフ
セット電圧生成回路は、前記カラムドライバに設けられ
ていることを特徴とする。
【００２０】上記本発明の無機ＥＬ表示装置の駆動回路
において、前記複数の無機ＥＬ発光体層は、赤色を発光
する無機ＥＬ発光体層（Ｒ）と、緑色を発光する無機Ｅ
Ｌ発光体層（Ｇ）と、青色を発光する無機ＥＬ発光体層
（Ｂ）とを有しており、前記カラムドライバは、無機Ｅ
Ｌ発光体層（Ｒ）に所定のモジュレーション電圧を印加
する赤色用カラムドライバと、無機ＥＬ発光体層（Ｇ）
に所定のモジュレーション電圧を印加する緑色用カラム
ドライバと、無機ＥＬ発光体層（Ｂ）に所定のモジュレ
ーション電圧を印加する青色用カラムドライバとを有す
ることを特徴とする。
【００２１】上記本発明の無機ＥＬ表示装置の駆動回路
において、前記オフセット電圧生成回路は、前記赤色用
カラムドライバと、前記緑色用カラムドライバと、前記
青色用カラムドライバのそれぞれに設けられていること
を特徴とする。
【００２２】上記本発明の無機ＥＬ表示装置の駆動回路
において、外部から入力する前記階調データを、色毎
に、前記赤色用カラムドライバと、前記緑色用カラムド
ライバと、前記青色用カラムドライバとに振り分ける階
調データ振分回路をさらに有することを特徴とする。
【００２３】上記本発明の無機ＥＬ表示装置の駆動回路
において、前記オフセット電圧生成回路は、表示フレー
ム毎に前記無機ＥＬ発光体層に印加する印加電圧の極性
を正逆反転させるフレーム反転駆動を行うための正極性
オフセット電圧と逆極性オフセット電圧とを生成するこ
とを特徴とする。
【００２４】さらに、上記目的は、絶縁性基板上に形成
され、互いに平行に連設された複数のロー電極線と、前
記ロー電極線上に形成された誘電体層およびその上に形
成された中間層を介して前記ロー電極線に交差して互い
に平行に周期的に連設され、複数種の発光体が一定の配
列パターンを繰り返してなる無機ＥＬ発光体層と、該発
光体層の上に配設された第二の中間層と、前記無機ＥＬ
発光体層のほぼ直上に前記無機ＥＬ発光体層に沿って形
成され、互いに平行に連設された複数のカラム電極線
と、上記本発明の駆動回路とを有することを特徴とする
無機ＥＬ表示装置によって達成される。
【００２５】上記本発明の無機ＥＬ表示装置において、
前記無機ＥＬ発光体層は、各色毎にストライプ状に形成
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されていることを特徴とする。
【００２６】上記本発明の無機ＥＬ表示装置において、
前記誘電体膜は、相対的に厚膜で高誘電率を有している
ことを特徴とする。
【００２７】上記本発明の無機ＥＬ表示装置において、
前記カラム電極線は、誘電体膜を介して前記無機ＥＬ発
光体層上に形成されていることを特徴とする。
【００２８】上記本発明の無機ＥＬ表示装置において、
前記カラム電極線は、透明電極材料で形成されているこ
とを特徴とする。
【００２９】
【発明の実施の形態】本発明の一実施の形態による無機
ＥＬ表示装置及びその駆動回路及び駆動方法について図
１乃至図３を用いて説明する。まず、本実施の形態によ
る無機ＥＬ表示装置の駆動回路の概略の構成を図１及び
図２を用いて説明する。図１は、本実施の形態による無
機ＥＬ表示装置の概略構成を示す斜視図である。図２
は、本実施の形態による無機ＥＬ表示装置及びその駆動
回路の概略構成を示している。図１に示すように、本実
施の形態によるカラー厚膜無機ＥＬ表示装置１は、例え
ばＡｌ

2
Ｏ
3
（アルミナ）基板等の絶縁性基板２上に互い

に平行に連設された線状の複数のロー（行）電極線（走
査電極線）Ｌ

row
（ｍ）（ｍは行番号）を有している。

ロー電極線Ｌ
row
（ｍ）上面には比較的厚膜の高誘電体

膜４が形成されている。高誘電体膜４上には中間層６が
形成され、中間層６中にはロー電極線Ｌ

row
（ｍ）に直

交する方向にストライプ（縞）状に延び、互いに平行に
周期的に連設された複数色の無機ＥＬ発光体層ＥＬが形
成されている。
【００３０】図１では、左方から順に例えば、Ｒ
（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の三原色の各１色を発光す
るストライプ状の３種類の無機ＥＬ発光体層（赤色用無
機ＥＬ発光体層ＥＬ

R
、緑色用無機ＥＬ発光体層ＥＬ

G
、

青色用無機ＥＬ発光体層ＥＬ
B
）が交互に配置されてい

る。赤色用無機ＥＬ発光体層ＥＬ
R
として、例えばＣａ

Ｓ：Ｅｕが用いられる。緑色用無機ＥＬ発光体層ＥＬ
G

として、例えばＳｒＧａＳ：Ｅｕが用いられる。また、
青色用無機ＥＬ発光体層ＥＬ

B
として、例えばＢａＡｌ

ＯＳ：Ｅｕが用いられる。これらの材料は、順次蒸着と
フォトリソグラフィあるいはリフトオフの組合せによっ
て高誘電体層４上に形成される。
【００３１】上記３種類の無機ＥＬ発光体層ＥＬ

R
、Ｅ

Ｌ
G
、ＥＬ

B
の各発光開始電圧Ｖ

th
Ｒ、Ｖ

th
Ｇ、Ｖ

th
Ｂは

図６及び表１に示すように、赤色用無機ＥＬ発光体層Ｅ
Ｌ
R
の発光開始電圧Ｖ

th
Ｒ＝１６０Ｖであり、緑色用無

機ＥＬ発光体層ＥＬ
G
の発光開始電圧Ｖ

th
Ｇ＝１５０Ｖ

であり、青色用無機ＥＬ発光体層ＥＬ
B
の発光開始電圧

Ｖ
th
Ｂ＝１４０Ｖである。表１に示すデータは、各無機

ＥＬ発光体層ＥＬ
R
、ＥＬ

G
、ＥＬ

B
に２４０回／秒の交

流パルス電圧を印加し、発光輝度が１ｃｄ／ｍ2に達す
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9
る電圧を測定して発光開始電圧Ｖ

th
としたものである。

このような発光開始電圧Ｖ
th
Ｒ、Ｖ

th
Ｇ、Ｖ

th
Ｂを有す

る従来の無機ＥＬ表示装置では、ロー電極線Ｌ

row
（ｍ）にロー電圧Ｖ

row
＝１６０Ｖを印加すると、モ

ジュレーション電圧Ｖ
m
を印加しなくても青色用無機Ｅ

Ｌ発光体層ＥＬ
B
と緑色用無機ＥＬ発光体層ＥＬ

G
が発光

してしまう。このため、緑あるいは赤の単色発光を得る
ことができない。特に、全体として低い輝度領域での色
度を調整するのが困難となる。
【００３２】
【表１】

【００３３】図１に戻り、中間層６上には無機ＥＬ発光
体層ＥＬ

R
、ＥＬ

G
、ＥＬ

B
直上に無機ＥＬ発光体層Ｅ

Ｌ
R
、ＥＬ

G
、ＥＬ

B
の形成パターンに沿って互いに平行

に連設された線状の複数のカラム（列）電極線（階調デ
ータ電極線）Ｌ

col
（ｎ）（ｎは列番号）が形成されて

いる。カラム電極線Ｌ
col
（ｎ）は、ＩＴＯ（インジウ

ム・ティン・オキサイド）等の透明電極材料で形成され
ており、発光はカラム電極線Ｌ

col
（ｎ）側の表面から

得られるようになっている。カラム電極線Ｌ
col
（ｎ）

上には不図示のカバーガラスが配置されている。図２に
示すように、カラー厚膜無機ＥＬ表示装置１は、表示領
域３２内の各ロー電極線Ｌ

row
（ｍ）と各カラム電極線

Ｌ
col
（ｎ）との交差部が画素Ｐとなり、複数の画素Ｐ

がマトリクス状に配置されたいわゆる「パッシブマトリ
クス型」に構成されている。
【００３４】図２に示すように、各ロー電極線Ｌ

row
（ｍ）は、駆動用ＩＣを搭載したロードライバ３０

に接続されている。ロードライバ３０は、外部から入力
されるドットクロックＤＣＬＫや水平同期信号Ｈｓｙｎ
ｃ、あるいは垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ等に基づいて、所
定のタイミングで複数のロー電極線Ｌ

row
（ｍ）から順

次１本のロー電極線Ｌ
row
（ｍ）を選択して、当該選択

したロー電極線Ｌ
row
（ｍ）に対して所定のロー電圧Ｖ

row
を出力する。フレーム反転駆動を行うため、正極性

フレームでは正極性ロー電圧Ｖ
row
（ｏｎ＋）を出力

し、逆極性フレームでは逆極性ロー電圧Ｖ
row
（ｏｎ

－）を出力する。本実施の形態では、正極性ロー電圧Ｖ

row
（ｏｎ＋）＝＋２１０Ｖ、逆極性ロー電圧Ｖ

row
（ｏ

ｎ－）＝－１６０Ｖである。
【００３５】赤色用無機ＥＬ発光体層ＥＬ

R
に沿って形

成されたカラム電極線Ｌ
col
（３ｎ－２）（但し、ｎ＝

１，２，３，・・・）は、所定本数毎にまとめられて駆
動用ＩＣを搭載した１又は複数の赤色用カラムドライバ
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１０Ｒにそれぞれ接続されている。同様に、緑色用無機
ＥＬ発光体層ＥＬ

G
に沿って形成されたカラム電極線Ｌ

c

ol
（３ｎ－１）（但し、ｎ＝１，２，３，・・・）は、
所定本数毎にまとめられて駆動用ＩＣを搭載した１又は
複数の緑色用カラムドライバ１０Ｇにそれぞれ接続され
ている。また、同様に、青色用無機ＥＬ発光体層ＥＬ

B

に沿って形成されたカラム電極線Ｌ
col
（３ｎ）（但

し、ｎ＝１，２，３，・・・）は、所定本数毎にまとめ
られて駆動用ＩＣを搭載した１又は複数の青色用カラム
ドライバ１０Ｂにそれぞれ接続されている。赤色用カラ
ムドライバ１０Ｒ、緑色用カラムドライバ１０Ｇ、青色
用カラムドライバ１０Ｂの組み合わせによりカラムドラ
イバ１０が構成される。なお、図２では、無機ＥＬ表示
パネル左端の各用カラムドライバ１０Ｒ、１０Ｇ、１０
Ｂの一部のみを示している。
【００３６】カラムドライバ１０とロードライバ３０と
で本実施の形態の無機ＥＬ表示装置の駆動回路が構成さ
れる。本駆動回路により、選択されたロー電極線Ｌ

row

（ｍ）と各カラム電極線Ｌ
col
（ｎ）との交差部の各画

素Ｐ領域に配置され、発光色毎に発光開始電圧Ｖ
th
Ｒ、

Ｖ
th
Ｇ、Ｖ

th
Ｂが異なる無機ＥＬ発光体層ＥＬ

R
、Ｅ

Ｌ
G
、ＥＬ

B
にそれぞれ所定のデータ電圧が印加される。

【００３７】線順次駆動では、無機ＥＬ表示装置１に接
続されたコンピュータ等のシステム側から１回当たり１
ロー電極線（１走査線）分の階調データがカラム電極線
Ｌ
col
（ｎ）の番号順（昇順あるいは降順）に出力され

る。なお、システム側から送出される各画素のＲ、Ｇ、
Ｂの三原色の階調データがアナログデータ、デジタルデ
ータのいずれであっても、カラムドライバ１０に入力す
る際には、表示階調数に対応するビット数のデジタルデ
ータとして入力される。本実施の形態では、システム側
からデジタルの階調データが入力されるものとして説明
する。階調データＤａｔａは、例えばそれぞれ８ｂｉｔ
からなる赤色用階調データＤａｔａ（Ｒ）、緑色用階調
データＤａｔａ（Ｇ）、及び青色用階調データＤａｔａ
（Ｂ）であり、各色毎に２５６階調の階調表示が可能に
なっている。
【００３８】図２に示すカラムドライバ１０Ｒ、１０
Ｇ、１０Ｂは同一の回路構成を有している。例えばカラ
ムドライバ１０Ｒは、デジタルの階調データＤａｔａが
入力するシフトレジスタ２０Ｒを有している。シフトレ
ジスタ２０Ｒは例えば３０段で構成され、１つのカラム
ドライバ１０Ｒで３０本のカラム電極線Ｌ

col
（ｎ）に

階調データを出力できるようになっている。シフトレジ
スタ２０Ｒは、不図示の制御部から送られるドットクロ
ックＤＣＬＫに同期して赤色用階調データＤａｔａ
（Ｒ）を順次各段に取り込むようになっている。
【００３９】シフトレジスタ２０Ｒの各段１～３０の各
出力端子は次段のラッチ回路２２Ｒに接続されている。
シフトレジスタ２０Ｒの全段に赤色用階調データＤａｔ



(7) 特開２００３－２７１１０１

10

20

30

40

50

11
ａ（Ｒ）が格納された後ラッチパルスが出力されると、
ラッチ回路２２Ｒはシフトレジスタ２０Ｒの各段の赤色
用階調データＤａｔａ（Ｒ）をラッチする。
【００４０】ラッチ回路２２Ｒの次段には基準電圧選択
回路２４Ｒが設けられている。基準電圧選択回路２４Ｒ
は、各カラム電極線Ｌ

col
（ｎ）毎に不図示の電圧選択

部を有しており、基準電圧供給回路１８Ｒから供給され
る２５６段階の電圧値のいずれかを選択して各カラム電
極線Ｌ

col
（ｎ）に印加するようになっている。

【００４１】基準電圧供給回路１８Ｒは、モジュレーシ
ョン電圧供給用のラダー抵抗部（不図示）を有してい
る。ラダー抵抗部には２５５個の抵抗Ｒ１～Ｒ２５５が
直列に接続されており、抵抗Ｒ１側の一端子に電圧Ｖ

max
＝５０Ｖが印加され、抵抗Ｒ２５５側の他端子に電

圧Ｖ
min
＝０Ｖ＝Ｖ

GND
が印加されて、モジュレーション

電圧Ｖ
m
の電圧幅が５０Ｖに調整されている。ラダー抵

抗部からは、タップ接続により隣接抵抗の各接続点から
それぞれモジュレーション電圧線が引き出されており、
抵抗分割により電圧Ｖ

max
～Ｖ

min
までの２５６段階の電

圧値が２５６本のモジュレーション電圧線により基準電
圧選択回路２４Ｒに供給されるようになっている。
【００４２】各カラムドライバ１０Ｒ、１０Ｇ、１０Ｂ
には、同一の階調データに対して、所定（又は同一）の
発光輝度が得られるように、無機ＥＬ発光体層ＥＬ

R
、

ＥＬ
G
、ＥＬ

B
毎にモジュレーション電圧Ｖ

m
Ｒ、Ｖ

m
Ｇ、

Ｖ
m
Ｂを調整するオフセット電圧Ｖ

ofst
を印加するオフ

セット電圧生成回路１６Ｒ、１６Ｇ、１６Ｂが設けられ
ている。
【００４３】各色用オフセット電圧生成回路１６Ｒ、１
６Ｇ、１６Ｂは、それぞれ正極性電源＋Ｖ

CC
と逆極性電

源－Ｖ
EE
とに接続されており、例えば、正極性電源＋Ｖ

CC
と逆極性電源－Ｖ

EE
との間に所定の抵抗値の抵抗を複

数段直列接続したラダー抵抗回路による抵抗分割によ
り、所望の正極性オフセット電圧Ｖ

ofst
＋と逆極性オフ

セット電圧Ｖ
ofst

－をそれぞれ出力することができるよ
うになっている。
【００４４】赤色用オフセット電圧生成回路１６Ｒは、
赤色無機ＥＬ発光体層ＥＬ

R
の赤色用モジュレーション

電圧Ｖ
m
Ｒを調整するための赤色用正極性オフセット電

圧Ｖ
ofst
Ｒ＋と赤色用逆極性オフセット電圧Ｖ

ofst
Ｒ－

とを赤色用基準電圧供給回路１８Ｒに出力するようにな
っている。本実施の形態では、表２に示すように、赤色
用正極性オフセット電圧（Ｖ

ofst
Ｒ＋）と赤色用逆極性

オフセット電圧（Ｖ
ofst
Ｒ－）は共に０Ｖである。

【００４５】緑色用オフセット電圧生成回路１６Ｇは緑
色用カラムドライバ１０Ｇに設けられ、緑色無機ＥＬ発
光体層ＥＬ

G
の緑色用モジュレーション電圧Ｖ

m
Ｇを調整

するための緑色用正極性オフセット電圧Ｖ
ofst
Ｇ＋と緑

色用逆極性オフセット電圧Ｖ
ofst
Ｇ－とを緑色用基準電

圧供給回路１８Ｇに出力するようになっている。本実施

12
の形態では、表２に示すように、緑色用正極性オフセッ
ト電圧（Ｖ

ofst
Ｇ＋）＝＋１０であり、緑色用逆極性オ

フセット電圧（Ｖ
ofst
Ｇ－）＝－１０Ｖである。

【００４６】青色用オフセット電圧生成回路１６Ｂは青
色用カラムドライバ１０Ｂに設けられ、青色無機ＥＬ発
光体層ＥＬ

B
の青色用モジュレーション電圧Ｖ

m
Ｂを調整

するための青色用正極性オフセット電圧Ｖ
ofst
Ｂ＋と青

色用逆極性オフセット電圧Ｖ
ofst
Ｂと－を青色用基準電

圧供給回路１８Ｂに出力するようになっている。本実施
の形態では、表２に示すように、青色用正極性オフセッ
ト電圧（Ｖ

ofst
Ｂ＋）＝＋２０であり、青色用逆極性オ

フセット電圧（Ｖ
ofst
Ｂ－）＝－２０Ｖである。

【００４７】赤色用基準電圧供給回路１８Ｒには、所定
の極性信号に基づいてオフセット電圧を切り替える切替
スイッチ（図示せず）が設けられている。切替スイッチ
により、ラダー抵抗部に加えるオフセット電圧を赤色用
正極性オフセット電圧Ｖ

ofst
Ｒ＋又は赤色用逆極性オフ

セット電圧Ｖ
ofst
Ｒ－のいずれかに切り替えることがで

きるようになっている。
【００４８】緑色用、青色用基準電圧供給回路１８Ｇ、
１８Ｂも所定の極性信号に基づいてオフセット電圧を切
り替える切替スイッチ（図示せず）を有している。この
切替スイッチにより、青色用基準電圧供給回路１８Ｇ、
１８Ｂのラダー抵抗部に正極性オフセット電圧Ｖ

ofst
Ｇ

＋、Ｖ
ofst
Ｂ＋又は逆極性オフセット電圧Ｖ

ofst
Ｇ－、

Ｖ
ofst
Ｂ－を切り替えて印加することができるようにな

っている。
【００４９】以上をまとめると、赤色用基準電圧選択回
路２４Ｒでは、赤色用基準電圧供給回路１８Ｒにより、
正極性駆動時には赤色用正極性オフセット電圧（Ｖ

ofst

Ｒ＋）＝０Ｖのオフセットがかけられて電圧Ｖ
max
＝＋

５０Ｖ～電圧Ｖ
min
＝０Ｖの範囲内で２５６分割された

モジュレーション電圧Ｖ
m
Ｒが得られる。また、逆極性

駆動時には赤色用逆極性オフセット電圧（Ｖ
ofst
Ｒ－）

＝０Ｖのオフセットがかけられて電圧Ｖ
max
＝＋５０Ｖ

～電圧Ｖ
min
＝０Ｖの範囲内で２５６分割されたモジュ

レーション電圧Ｖ
m
Ｒが得られる。赤色用基準電圧選択

回路２４Ｒはラッチ回路２４Ｒにラッチされた階調デー
タＤａｔａと極性信号とに基づいて、合計２５６個の赤
色用モジュレーション電圧Ｖ

m
Ｒから１つを選択する。

【００５０】同様にして、緑色用基準電圧選択回路２４
Ｇでは、緑色用基準電圧供給回路１８Ｇにより、正極性
駆動時には緑色用正極性オフセット電圧（Ｖ

ofst
Ｇ＋）

＝＋１０Ｖのオフセットがかけられて電圧Ｖ
max
＝＋６

０Ｖ～電圧Ｖ
min
＝＋１０Ｖの範囲内で２５６分割され

たモジュレーション電圧Ｖ
m
Ｇが得られる。また、逆極

性駆動時には緑色用逆極性オフセット電圧（Ｖ
ofst

Ｇ
－）＝－１０Ｖのオフセットがかけられて電圧Ｖ

max
＝

＋４０Ｖ～電圧Ｖ
min
＝－１０Ｖの範囲内で２５６分割

されたモジュレーション電圧Ｖ
m
Ｇが得られる。緑色用



(8) 特開２００３－２７１１０１

10

20

30

40

50

13
基準電圧選択回路２４Ｇはラッチ回路２４Ｇにラッチさ
れた階調データＤａｔａと極性信号とに基づいて、合計
２５６個の緑色用モジュレーション電圧Ｖ

m
Ｇから１つ

を選択する。
【００５１】また、同様にして、青色用基準電圧選択回
路２４Ｂでは、青色用基準電圧供給回路１８Ｂにより、
正極性駆動時には青色用正極性オフセット電圧（Ｖ

ofst

Ｂ＋）＝＋２０Ｖのオフセットがかけられて電圧Ｖ
max

＝＋７０Ｖ～電圧Ｖ
min
＝＋２０Ｖの範囲内で２５６分

割されたモジュレーション電圧Ｖ
m
Ｂが得られる。ま

14
た、逆極性駆動時には青色用逆極性オフセット電圧（Ｖ

ofst
Ｂ－）＝－２０Ｖのオフセットがかけられて電圧Ｖ

max
＝＋３０Ｖ～電圧Ｖ

min
＝－２０Ｖの範囲内で２５６

分割されたモジュレーション電圧Ｖ
m
Ｂが得られる。青

色用基準電圧選択回路２４Ｂはラッチ回路２４Ｂにラッ
チされた階調データＤａｔａと極性信号とに基づいて、
合計２５６個の青色用モジュレーション電圧Ｖ

m
Ｂから

１つを選択する。
【００５２】
【表２】

【００５３】図２に示すように、本実施の形態による無
機ＥＬ表示装置１は、フレーム反転駆動を行うために、
所定の極性信号に基づいて、システム側から入力される
８ビット階調データＤａｔａの各ビットを反転させて逆
極性にした逆極性用階調データＤａｔａ（－）を出力可
能な階調データ極性反転回路１２を有している。階調デ
ータ極性反転回路１２では、正フレームの場合には階調
データＤａｔａをそのまま出力し、逆フレームの場合に
は逆極性用階調データＤａｔａ（－）を出力する。
【００５４】階調データ極性反転回路１２の出力端子
は、階調データ振分回路１４の入力端子に接続されてい
る。階調データ振分回路１４では、入力した階調データ
Ｄａｔａを、色毎に、赤色用カラムドライバ１０Ｒ、緑
色用カラムドライバ１０Ｇ、及び青色用カラムドライバ
１０Ｂのいずれかに振り分けて出力するようになってい
る。
【００５５】次に、本実施の形態による無機ＥＬ表示装
置１の表示方法及び駆動方法について、図１及び図２と
ともに図３を用いて説明する。図３は、本実施の形態に
よる無機ＥＬ表示装置１の駆動方法を説明するタイミン
グチャートである。
【００５６】まず、図３における正極性フレームｆ

n
で

の動作について説明する。階調データ極性反転回路１２
は、システム側から順次入力される１本のロー電極線
（１走査線）分の階調データＤａｔａが、正極性フレー
ム用であるか逆極性フレーム用であるかを極性信号に基
づいて判断する。階調データＤａｔａが正極性フレーム
用である判断すると、階調データＤａｔａをそのまま階
調データ振分回路１４に出力する。
【００５７】階調データ振分回路１４では、入力した階
調データＤａｔａを色毎に赤色用カラムドライバ１０Ｒ
と、緑色用カラムドライバ１０Ｇと、青色用カラムドラ
イバ１０Ｂのいずれかに振り分けて出力する。
【００５８】赤色用カラムドライバ１０Ｒのシフトレジ

スタ２０Ｒは、不図示の制御部から送られるドットクロ
ックＤＣＬＫに同期して階調データＤａｔａ（Ｒ）を順
次各段に取り込む。シフトレジスタ２０Ｒの全段に階調
データＤａｔａ（Ｒ）が格納されて不図示の制御部から
ラッチパルスが出力されると、ラッチ回路２２Ｒはシフ
トレジスタ２０Ｒの各段の階調データを一斉にラッチす
る。
【００５９】このとき既に赤色用基準電圧供給回路１８
Ｒは、所定の極性信号に基づいて切替スイッチにより、
ラダー抵抗部に加えるオフセット電圧を赤色用正極性オ
フセット電圧Ｖ

ofst
Ｒ＋に切り替えている。

【００６０】したがって、赤色用基準電圧選択回路２４
Ｒの不図示の各電圧選択部は、ラッチ回路２２Ｒにラッ
チされた各階調データＤａｔａ（Ｒ）に基づき、赤色用
正極性オフセット電圧（Ｖ

ofst
Ｒ＋）＝０Ｖのオフセッ

トがかけられた電圧Ｖ
max
＝＋５０Ｖ～電圧Ｖ

min
＝０Ｖ

の範囲内で２５６分割されたモジュレーション電圧Ｖ
m

Ｒの１つを選択して各カラム電極線Ｌ
col
（３ｎ－２）

に一斉に印加する。
【００６１】緑色用カラムドライバ１０Ｇのシフトレジ
スタ２０Ｇも同様に、ドットクロックＤＣＬＫに同期し
て階調データＤａｔａ（Ｇ）を順次各段に取り込む。シ
フトレジスタ２０Ｇの全段に階調データＤａｔａ（Ｇ）
が格納されて不図示の制御部からラッチパルスが出力さ
れると、ラッチ回路２２Ｇはシフトレジスタ２０Ｇの各
段の階調データ（Ｇ）を一斉にラッチする。
【００６２】このとき既に緑色用基準電圧供給回路１８
Ｇは、所定の極性信号に基づいて切替スイッチにより、
ラダー抵抗部に加えるオフセット電圧を緑色用正極性オ
フセット電圧Ｖ

ofst
Ｇ＋に切り替えている。

【００６３】したがって、緑色用基準電圧選択回路２４
Ｇの不図示の各電圧選択部は、ラッチ回路２２Ｇにラッ
チされた各階調データＤａｔａ（Ｇ）に基づき、緑色用
正極性オフセット電圧（Ｖ

ofst
Ｇ＋）＝＋１０Ｖのオフ
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セットがかけられた電圧Ｖ

max
＝＋６０Ｖ～電圧Ｖ

min
＝

＋１０Ｖの範囲内で２５６分割されたモジュレーション
電圧Ｖ

m
Ｇの１つを選択して各カラム電極線Ｌ

col
（３ｎ

－１）に一斉に印加する。
【００６４】青色用カラムドライバ１０Ｂのシフトレジ
スタ２０Ｂも同様に、ドットクロックＤＣＬＫに同期し
て階調データＤａｔａ（Ｂ）を順次各段に取り込む。シ
フトレジスタ２０Ｂの全段に階調データＤａｔａ（Ｂ）
が格納されて不図示の制御部からラッチパルスが出力さ
れると、ラッチ回路２２Ｂはシフトレジスタ２０Ｂの各
段の階調データを一斉にラッチする。
【００６５】このとき既に青色用基準電圧供給回路１８
Ｂは、所定の極性信号に基づいて切替スイッチにより、
ラダー抵抗部に加えるオフセット電圧を青色用正極性オ
フセット電圧Ｖ

ofst
Ｂ＋に切り替えている。

【００６６】したがって、青色用基準電圧選択回路２４
Ｂの不図示の各電圧選択部は、ラッチ回路２２Ｂにラッ
チされた各階調データＤａｔａ（Ｂ）に基づき、青色用
正極性オフセット電圧（Ｖ

ofst
Ｂ＋）＝＋１０Ｖのオフ

セットがかけられた電圧Ｖ
max
＝＋７０Ｖ～電圧Ｖ

min
＝

＋２０Ｖの範囲内で２５６分割されたモジュレーション
電圧Ｖ

m
Ｂの１つを選択して各カラム電極線Ｌ

col
（３

ｎ）に一斉に印加する。
【００６７】上記の動作に同期して、ロードライバ３０
は、外部から入力されるドットクロックＤＣＬＫや水平
同期信号Ｈｓｙｎｃ、あるいは垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ
等に基づいて、所定の１本のロー電極線Ｌ

row
（ｍ）を

選択し、極性信号に基づいて当該選択されたロー電極線
Ｌ

row
（ｍ）に対して正極性ロー電圧Ｖ

row
（ｏｎ＋）＝

＋２１０Ｖを出力する。
【００６８】これにより、選択されたロー電極線Ｌ

row

（ｍ）上の赤色の画素Ｐの赤色用無機ＥＬ発光体層ＥＬ

R
には、正極性ロー電圧Ｖ

row
（ｏｎ＋）＝＋２１０Ｖと

正極性赤色用モジュレーション電圧Ｖ
m
Ｒ＝＋５０Ｖ～

０Ｖとの電位差のデータ電圧が印加される。すなわち、
選択されたロー電極線Ｌ

row
（ｍ）上の赤色用無機ＥＬ

発光体層ＥＬ
R
は、赤色用発光開始電圧Ｖ

th
Ｒ＝１６０

Ｖから２１０Ｖまでのデータ電圧が印加されてデータ電
圧の大きさに応じた発光強度の光を射出する。
【００６９】同様に、選択されたロー電極線Ｌ

row
（ｍ）上の緑色の画素Ｐの緑色用無機ＥＬ発光体層

ＥＬ
G
には、正極性ロー電圧Ｖ

row
（ｏｎ＋）＝＋２１０

Ｖと正極性緑色用モジュレーション電圧Ｖ
m
Ｇ＝＋６０

Ｖ～＋１０Ｖとの電位差のデータ電圧が印加される。す
なわち、選択されたロー電極線Ｌ

row
（ｍ）上の緑色用

無機ＥＬ発光体層ＥＬ
G
は、緑色用発光開始電圧Ｖ

th
Ｇ

＝１５０Ｖから２００Ｖまでのデータ電圧が印加されて
データ電圧の大きさに応じた発光強度の光を射出する。
【００７０】また同様に、選択されたロー電極線Ｌ

row

（ｍ）上の青色の画素Ｐの青色用無機ＥＬ発光体層ＥＬ
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B
には、正極性ロー電圧Ｖ

row
（ｏｎ＋）＝＋２１０Ｖと

正極性青色用モジュレーション電圧Ｖ
m
Ｂ＝＋７０Ｖ～

＋２０Ｖとの電位差のデータ電圧が印加される。すなわ
ち、選択されたロー電極線Ｌ

row
（ｍ）上の青色用無機

ＥＬ発光体層ＥＬ
B
は、青色用発光開始電圧Ｖ

th
Ｂ＝１

４０Ｖから１９０Ｖまでのデータ電圧が印加されてデー
タ電圧の大きさに応じた発光強度の光を射出する。これ
により、選択されたロー電極線Ｌ

row
（ｍ）上の全画素

Ｐをそれぞれ所定の輝度で発光させることができる。
【００７１】こうすることにより、各色用無機ＥＬ発光
体層ＥＬ

R
、ＥＬ

G
、ＥＬ

B
の発光開始電圧Ｖ

th
Ｒ、Ｖ

th

Ｇ、Ｖ
th
Ｂが一致しなくても、同一の階調データに対し

て所定（又は同一）の発光輝度が得られるようになる。
したがって、同一の階調データを与えても特定の色だけ
が発色したり、あるいは特定色の輝度だけが高く、残り
の原色は低輝度になってしまったりする不具合を防止す
ることができる。
【００７２】本実施の形態による駆動方法では、階調デ
ータそのものに重み付けをしていないのでモジュレーシ
ョン電圧Ｖ

m
の最大値が制限されることもなく何れの色

に対しても、５０Ｖの電圧範囲のモジュレーション電圧
Ｖ
m
をとることができるので、輝度のダイナミックレン

ジを確保することができる。しかし、各色の色バランス
を改善する目的で階調データに重みづけをすることは、
有効な方法であり、それは本発明の目的をさまたげるも
のではない。
【００７３】次に、逆極性フレームｆ

n+1
での動作につ

いて図３を用いて説明する。階調データ極性反転回路１
２は、システム側から順次入力される１本のロー電極線
（１走査線）分の階調データＤａｔａが逆極性フレーム
用である判断すると、逆極性用階調データＤａｔａ
（－）を階調データ振分回路１４に出力する。
【００７４】階調データ振分回路１４では、入力した逆
極性用階調データＤａｔａ（－）を色毎に赤色用カラム
ドライバ１０Ｒと、緑色用カラムドライバ１０Ｇと、青
色用カラムドライバ１０Ｂのいずれかに出力先を振り分
けて出力する。
【００７５】赤色用カラムドライバ１０Ｒのシフトレジ
スタ２０Ｒは、不図示の制御部から送られるドットクロ
ックＤＣＬＫに同期して逆極性用階調データＤａｔａ
（Ｒ－）を順次各段に取り込む。シフトレジスタ２０Ｒ
の全段に逆極性用階調データＤａｔａ（Ｒ－）が格納さ
れて不図示の制御部からラッチパルスが出力されると、
ラッチ回路２２Ｒはシフトレジスタ２０Ｒの各段の逆極
性用階調データ（Ｒ－）を一斉にラッチする。
【００７６】このとき既に赤色用基準電圧供給回路１８
Ｒは、所定の極性信号に基づいて切替スイッチにより、
ラダー抵抗部に加えるオフセット電圧を赤色用逆極性オ
フセット電圧Ｖ

ofst
Ｒ－に切り替えている。

【００７７】したがって、赤色用基準電圧選択回路２４



(10) 特開２００３－２７１１０１

10

20

30

40

50

17
Ｒの不図示の各電圧選択部は、ラッチ回路２２Ｒにラッ
チされた各逆極性用階調データＤａｔａ（Ｒ－）に基づ
き、赤色用逆極性オフセット電圧（Ｖ

ofst
Ｒ－）＝０Ｖ

のオフセットがかけられた電圧Ｖ
max
＝＋５０Ｖ～電圧

Ｖ
min
＝０Ｖの範囲内で２５６分割されたモジュレーシ

ョン電圧Ｖ
m
Ｒの１つを選択して各カラム電極線Ｌ

col
（３ｎ－２）に一斉に印加する。

【００７８】緑色用カラムドライバ１０Ｇのシフトレジ
スタ２０Ｇも同様に、ドットクロックＤＣＬＫに同期し
て逆極性用階調データＤａｔａ（Ｇ－）を順次各段に取
り込む。シフトレジスタ２０Ｇの全段に逆極性用階調デ
ータＤａｔａ（Ｇ－）が格納されて不図示の制御部から
ラッチパルスが出力されると、ラッチ回路２２Ｇはシフ
トレジスタ２０Ｇの各段の階調データを一斉にラッチす
る。
【００７９】このとき既に緑色用基準電圧供給回路１８
Ｇは、所定の極性信号に基づいて切替スイッチにより、
ラダー抵抗部に加えるオフセット電圧を緑色用逆極性オ
フセット電圧Ｖ

ofst
Ｇ－に切り替えている。

【００８０】したがって、緑色用基準電圧選択回路２４
Ｇの不図示の各電圧選択部は、ラッチ回路２２Ｇにラッ
チされた各逆極性用階調データＤａｔａ（Ｇ－）に基づ
き、緑色用逆極性オフセット電圧（Ｖ

ofst
Ｇ－）＝－１

０Ｖのオフセットがかけられた電圧Ｖ
max
＝＋４０Ｖ～

電圧Ｖ
min
＝－１０Ｖの範囲内で２５６分割されたモジ

ュレーション電圧Ｖ
m
Ｇの１つを選択して各カラム電極

線Ｌ
col
（３ｎ－１）に一斉に印加する。

【００８１】青色用カラムドライバ１０Ｂのシフトレジ
スタ２０Ｂも同様に、ドットクロックＤＣＬＫに同期し
て逆極性用階調データＤａｔａ（Ｂ－）を順次各段に取
り込む。シフトレジスタ２０Ｂの全段に逆極性用階調デ
ータＤａｔａ（Ｂ－）が格納されて不図示の制御部から
ラッチパルスが出力されると、ラッチ回路２２Ｂはシフ
トレジスタ２０Ｂの各段の階調データを一斉にラッチす
る。
【００８２】このとき既に青色用基準電圧供給回路１８
Ｂは、所定の極性信号に基づいて切替スイッチにより、
ラダー抵抗部に加えるオフセット電圧を青色用逆極性オ
フセット電圧Ｖ

ofst
Ｂ－に切り替えている。

【００８３】したがって、青色用基準電圧選択回路２４
Ｂの不図示の各電圧選択部は、ラッチ回路２２Ｂにラッ
チされた各逆極性用階調データＤａｔａ（Ｂ－）に基づ
き、青色用逆極性オフセット電圧（Ｖ

ofst
Ｂ－）＝－２

０Ｖのオフセットがかけられた電圧Ｖ
max
＝＋３０Ｖ～

電圧Ｖ
min
＝－２０Ｖの範囲内で２５６分割されたモジ

ュレーション電圧Ｖ
m
Ｂの１つを選択して各カラム電極

線Ｌ
col
（３ｎ）に一斉に印加する。

【００８４】上記の動作に同期してロードライバ３０
は、外部から入力されるドットクロックＤＣＬＫや水平
同期信号Ｈｓｙｎｃ、あるいは垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ
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等に基づいて、所定の１本のロー電極線Ｌ

row
（ｍ）を

選択し、極性信号に基づいて当該選択されたロー電極線
Ｌ
row
（ｍ）に対して逆極性ロー電圧Ｖ

row
（ｏｎ－）＝

－１６０Ｖを出力する。
【００８５】これにより、選択されたロー電極線Ｌ

row

（ｍ）上の赤色の画素Ｐの赤色用無機ＥＬ発光体層ＥＬ

R
には、逆極性ロー電圧Ｖ

row
（ｏｎ－）＝－１６０Ｖと

逆極性赤色用モジュレーション電圧Ｖ
m
Ｒ＝＋５０Ｖ～

０Ｖとの電位差のデータ電圧が印加される。すなわち、
選択されたロー電極線Ｌ

row
（ｍ）上の赤色用無機ＥＬ

発光体層ＥＬ
R
は、赤色用発光開始電圧Ｖ

th
Ｒ＝１６０

Ｖから２１０Ｖまでのデータ電圧が印加されてデータ電
圧の大きさに応じた発光強度の光を射出する。
【００８６】同様に、選択されたロー電極線Ｌ

row
（ｍ）上の緑色の画素Ｐの緑色用無機ＥＬ発光体層

ＥＬ
G
には、逆極性ロー電圧Ｖ

row
（ｏｎ－）＝－１６０

Ｖと逆極性緑色用モジュレーション電圧Ｖ
m
Ｇ＝＋４０

Ｖ～－１０Ｖとの電位差のデータ電圧が印加される。す
なわち、選択されたロー電極線Ｌ

row
（ｍ）上の緑色用

無機ＥＬ発光体層ＥＬ
G
は、緑色用発光開始電圧Ｖ

th
Ｇ

＝１５０Ｖから２００Ｖまでのデータ電圧が印加されて
データ電圧の大きさに応じた発光強度の光を射出する。
【００８７】また同様に、選択されたロー電極線Ｌ

row

（ｍ）上の青色の画素Ｐの青色用無機ＥＬ発光体層ＥＬ

B
には、逆極性ロー電圧Ｖ

row
（ｏｎ－）＝－１６０Ｖと

逆極性青色用モジュレーション電圧Ｖ
m
Ｂ＝＋３０Ｖ～

－２０Ｖとの電位差のデータ電圧が印加される。すなわ
ち、選択されたロー電極線Ｌ

row
（ｍ）上の青色用無機

ＥＬ発光体層ＥＬ
B
は、青色用発光開始電圧Ｖ

th
Ｂ＝１

４０Ｖから１９０Ｖまでのデータ電圧が印加されてデー
タ電圧の大きさに応じた発光強度の光を射出する。これ
により、選択されたロー電極線Ｌ

row
（ｍ）上の全画素

Ｐをそれぞれ所定の輝度で発光させることができる。
【００８８】こうすることにより、逆極性フレームｆ

n+1
においても、各色用無機ＥＬ発光体層ＥＬ

R
、Ｅ

Ｌ
G
、ＥＬ

B
の発光開始電圧Ｖ

th
Ｒ、Ｖ

th
Ｇ、Ｖ

th
Ｂが一

致しなくても、同一の階調データに対して所定（又は同
一）の発光輝度が得られるようになる。したがって、同
一の階調データを与えても特定の色だけが発色したり、
あるいは特定色の輝度だけが高く、残りの原色は低輝度
になってしまったりする不具合を防止することができ
る。
【００８９】逆極性フレームｆ

n+1
においても、階調デ

ータそのものに重み付けをしていないのでモジュレーシ
ョン電圧Ｖ

m
の最大値が制限されることもなく何れの色

に対しても、５０Ｖの電圧範囲のモジュレーション電圧
Ｖ
m
をとることができるので、輝度のダイナミックレン

ジを確保することができる。しかし、各色の色バランス
を改善する目的で階調データに重みづけをすることは、
有効な方法であり、それは本発明の目的をさまたげるも
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のではない。
【００９０】
【発明の効果】以上の通り、本発明によれば、各無機Ｅ
Ｌ発光体層の発光開始電圧の差分に対応したオフセット
電圧を特定の色に対応するカラム電極線駆動用ＩＣに与
えられるようにし、発光開始電圧の差を補正するように
しているので、各色の発光特性に基づいて発光輝度を補
正して最適表示を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態による無機ＥＬ表示装置
の概略構成を示す斜視図である。
【図２】本発明の一実施の形態による無機ＥＬ表示装置
及びその駆動回路の概略構成を示す図である。
【図３】本発明の一実施の形態による無機ＥＬ表示装置
の駆動方法を説明するタイミングチャートを示す図であ
る。
【図４】従来の無機ＥＬ表示装置の概略構成を示す図で
ある。
【図５】無機ＥＬ表示装置のパルス駆動時の発光特性を
示す図である。
【図６】従来の無機ＥＬ表示装置の電圧－発光輝度を示
す図である。
【符号の説明】
１  無機ＥＬ表示装置
２  絶縁性基板
４  誘電体層
６  中間層
１０  カラムドライバ
１０Ｒ  赤色用カラムドライバ
１０Ｇ  緑色用カラムドライバ
１０Ｂ  青色用カラムドライバ
１２  階調データ極性反転回路
１４  階調データ振分回路 *

20
*１６Ｒ  赤色用オフセット電圧生成回路
１６Ｇ  緑色用オフセット電圧生成回路
１６Ｂ  青色用オフセット電圧生成回路
１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂ  基準電圧供給回路
３０  ロードライバ
３２  表示領域
ＥＬ

R
  赤色用無機ＥＬ発光体層

ＥＬ
G
  緑色用無機ＥＬ発光体層

ＥＬ
B
  青色用無機ＥＬ発光体層

ｆ
n
  フレーム

Ｌ
row
（ｍ）  ロー電極線

Ｌ
col
（ｎ）  カラム電極線

＋Ｖ
CC
  正極性電源

－Ｖ
EE
  逆極性電源

Ｖ
GND

  接地電圧
Ｖ
m
  モジュレーション電圧

Ｖ
m
Ｒ  赤色用モジュレーション電圧

Ｖ
m
Ｇ  緑色用モジュレーション電圧

Ｖ
m
Ｂ  青色用モジュレーション電圧

Ｖ
ofst
Ｒ＋  赤色用正極性オフセット電圧

Ｖ
ofst
Ｒ－  赤色用逆極性オフセット電圧

Ｖ
ofst
Ｇ＋  緑色用正極性オフセット電圧

Ｖ
ofst
Ｇ－  緑色用逆極性オフセット電圧

Ｖ
ofst
Ｂ＋  青色用正極性オフセット電圧

Ｖ
ofst
Ｂ－  青色用逆極性オフセット電圧

Ｖ
row

  ロー電圧
Ｖ
row
（ｏｎ＋）  選択時正極性ロー電圧

Ｖ
row
（ｏｎ－）  選択時逆極性ロー電圧

Ｖ
th
  発光開始（閾値）電圧

Ｖ
th
Ｒ  赤色用発光開始電圧

Ｖ
th
Ｇ  緑色用発光開始電圧

Ｖ
th
Ｂ  青色用発光開始電圧

【図１】 【図４】
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